
とうきょうすくわくプログラム活動報告書

施設番号 66-0630
施設名 しいの実保育園

施設所在地 東京都豊島区千早 1-31-5
法⼈名 社会福祉法⼈ 育和会

１．活動のテーマ
＜テーマ＞
園庭遊び

＜テーマの設定理由＞
近隣の保育園の中でも、園庭があるという強みが⾃園にはあるので、園庭での遊びを深めて
いきたい。
園庭は幅広い年齢の園児が遊ぶところで、皆が⼤好きな真所でもあるので様々な年齢の⼦ど
も達が遊びを広げられるようにしていきたい。

２．活動スケジュール
⽇々の園庭での遊びの中で積み重ねていく

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
砂場に新しい砂を増量。新しい砂場道具の購⼊。
⼦ども達に⼈気のカラースツールの追加購⼊。
集団遊びで使⽤するビブス購⼊。
⼦ども達が園庭で遊ぶためのものを⼊れている倉庫を新しくした。



４．探究活動の実践
＜活動の内容＞
砂が増量されたことでいつもは他の場所で遊びをしている幼児クラスの⼦ども達が砂場遊びを始めた。友だちと
⼤きな砂⼭を作ったり、⽔を流してみるなど協⼒し合って遊んでいた。乳児クラスは、新しい砂場道具で型抜き
をしたりシャベルで砂をすくってカップに⼊れる遊びなど楽しんでいた。
カラースツールは、たくさん並べて上を歩いたり、お家ごっこにも使⽤していた。
ビブスは、ドロケイやドッチボールなど集団遊びのチーム分けがわかりやすくなった。
倉庫が新しくなったことで、中に⼊れている⼦ども達が遊びに使うボールや縄跳びが取り出しやすくなった。

＜活動中の⼦供の姿・声、⼦供同⼠や保育者との関わり＞
「すながいっぱいある！」と砂場に向かう⼦ども達。数名で⼭を作りながら「ここかわにしよう」な
ど役割分担しながら遊び、保育者が「こういうのも使ったら？」と提案すると道具を組み合わせて⽔
が流れるようにして遊びが広がった。乳児に対しては、型抜きしたものを「〜〜の形だね」と声掛け
たり、⼀緒にカップに砂を⼊れたりして砂遊びの楽しさを共有した。 お家ごっこでは、「ここは何
のお部屋にしようか」など⼦ども達のイメージを⾔葉にして保育者が返すことで、「ここはベット
ね」「うんてんもできるよ」など⼦ども達の⾃由な発想が遊びにつながった。

活動の様⼦が分かる写真 2枚以上を貼付してください。
（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使⽤ください。）

５．振り返り
＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞
普段砂遊びをしないクラスの⼦ども達が、真っ先に遊ぶ姿を⾒て砂の量が満ち⾜りているこ
との良さ、新しい砂場道具にすぐ気が付いて遊ぶ姿、ビブスがあることで集団遊びがわかり
やすくなったり、倉庫の遊び道具が取りやすくなったことで今まであまり使⽤していなかっ
たボールや縄跳びの存在にも気が付いて遊ぶことからも⼦ども達が遊びたいと思える環境を
⽤意することが⼤切だと感じた。
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１．活動のテーマ
＜テーマ＞
⾝体作り

＜テーマの設定理由＞
⽇常の中で⾝体作りを意識して保育している。ホールや⼩ホールがあるという環境を活か
して活動を豊かにしていきたい。

２．活動スケジュール
⾬の⽇などホールや⼩ホールを使⽤する時に購⼊したものを使⽤して遊ぶ。
０歳児クラスの遊具は常設し⽇々使⽤していく。

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
０歳児室にハイハイを促すようなトンネルの形の⼭や少し段差を付けてのぼりたくなるよ
うな遊具を設置。
ミラーマットやフープは⼩ホールでの遊びに活⽤。



４．探究活動の実践
＜活動の内容＞
０歳児クラスで、設置した遊具でハイハイや歩いて段差を上り下りしていた。
ミラーマットは、中にミラー⾯を⼭のようにして設置したり平たく置いたりしてみた。

＜活動中の⼦供の姿・声、⼦供同⼠や保育者との関わり＞
０歳児室の遊具は、最初からトンネルを通ったり上ったりする⼦もいるが、⾒ているだけで遊ばな
い⼦がいた。保育者が安⼼できるように、中から顔をのぞかせて名前を読んだら最初の⼀歩が踏み
出せてそこから躊躇なく遊ぶようになった。常設することで、⼦ども達⾃ら⾝体を⾃然に動かすこ
とができるようになった。
ミラーマットも鏡⾯の設置の仕⽅で⾃分の顔を⾒て楽しんだり、友だちが⾒えて喜んだりトンネル
状にして楽しんだ。

活動の様⼦が分かる写真 2枚以上を貼付してください。
（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なもの

を使⽤ください。）

５．振り返り
＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞
０歳児クラスは、ハイハイをたくさんすることが⾝体作りで重要なので、常設できたこと
で⾊々なタイミングで上り下りやハイハイを⾃然に促すことにつながっていた。
⼩ホールも、新しい遊具ができたことで鏡というツールを通して⼦ども達が映る姿で⾊々
な楽しみ⽅をしていた。


